
 

 

講座時間 

１０：００～１６：００（1日間） 

 

講師名 

中矢一虎法務事務所（司法書士・行政書士）代表 中矢 一虎 氏 

 

対象 

輸入実務担当者 ※主に実務経験２～５年の方、または東商貿易実務講座〔基礎編〕の修了者 

 

ねらい 

・輸入実務担当者を対象に、輸入取引を行う上で留意しておくべき重要項目を総合的に分かりやすく解説します。 

・輸入調達に関する基礎知識の確認から、輸入実務の手続き、そして輸入通関時における関税等の税金の計算も学

ぶことにより、税関の事後調査に対応することができる知識を習得できます。 

 

講座カリキュラム 

Ⅰ 海外調達（輸入）のコツと成功する輸入転売の１０か条 

（１）輸入商品およびサプライヤを探す 

（２）品質の良い商品を輸入する 

（３）輸入業務の流れを理解する 

（４）EPA（経済連携協定）や特恵関税制度を利用する 

（５）輸入制限（輸入してはならない貨物）とは何か 

（６）税関で確認する日本国内法令の輸入規制を知る 

（７）税関での輸入許可後、日本国内販売時の法令規制を知る 

（８）国内の転売先を見つける 

（９）安定供給を目指す 

（１０）納期遅れの無い輸入販売体制を築く 

Ⅱ 輸入実践 

１．輸入を行うにあたって 

２．輸入業務入門演習 

（１）輸入契約書作成 

（２）輸入貨物到着前後の事務処理 

（３）輸入（納税）申告 

Ⅲ 輸入通関における課税標準（価格）と関税 

１．課税標準とは何か 

２．課税価格の基本計算と税金（関税・消費税） 

    課税価格の原則的決定方法 

３．輸入関税・消費税計算に関する具体例の検討 

Ⅳ 関税定率法（日本）別表 

１．日本の関税率表と関税番号 

（１）国際条約（HS条約） 

（２）日本の関税率表 

 

２．世界の関税番号 

（１）中国（中華人民共和国）本土と香港特別区 

（２）米国 

  ・応用演習 

Ⅴ 日本の関税に関する減免税・戻し税の制度 

１．免税制度 

２．戻し税制度 

（１）販売受託品等の売れ残り品に関する再輸出の戻し税 

（２）契約違反品等の返送等による戻し税 

 

【参考／資料】 

Ⅰ （参考）関税に関する付帯税 

１．延滞税 

２．加算税（賦課課税方式） 

Ⅱ （参考／応用）輸入信用状（Letter of Credit: L/C） 

１．信用状と為替手形 

（１）信用状とは 

（２）信用状の当事者（四面関係） 

（３）請求書の役目を果たす為替手形 

２．輸入信用状〔事例演習〕 

（１）事例 

（２）信用状開設後、船積みまで 

（３）日－タイ間の輸入契約 

３．新しい国際送金業務とブロックチェーン等 

 

 

グループ討議 事前課題 特別な持ち物 

✕ ✕ ✕ 

貿易実務講座〔輸入編〕 

  

 


